
 

 

第４７回定期総会 
 

 

 

 

日時：２０２５年４月１１日（金） 

１４：００～１５：００ 

 

     場所：林友ビル６F中会議室 

     東京都文京区後楽１－７－１２ 

     

 

 

日本林政ジャーナリストの会 

（Japan Forest Journalist Association） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

総会次第 

 

１． 開会 

２． 会長挨拶 

３． 議長選出 

４． 議事 

 第１号議案 ２０２４年度活動報告及び収支決算 

 第２号議案 ２０２５年度活動計画及び収支予算 

 第３号議案 その他 

５． 閉会 

 

 

 

 

 

 

 



 

第１号議案 ２０２４年度活動報告及び収支決算 

 

１． 第４６回定期総会 

 第４６回定期総会は、２０２４年５月２０日（月）１４：００～１５：００に千代

田区内幸町の日本プレスセータービル内の日本記者クラブにおいて開

催された。２０２３年度の活動報告及び収支決算、２０２４年度の活動計

画及び収支予算は原案通り可決された。引き続いて、役員の改選が行

われ、１３名の幹事及び１名の監事が選任された。滑志田隆会長、鈴木敦

子副会長、米倉久邦監事、上河潔事務局長は留任となった。 

 

２． 幹事会 

 ２０２４年４月１０日（水）、６月１０日（月）、７月１０日（水）、９月４日（水） 

１０月９日（水）、１１月６日（水）、２０２５年１月８日（水）、２月１２日（水）、３

月１２日（水）の計９回対面方式で開催した。 

 

３． 定例研究会 

① ２０２４年５月２０日（月）「森林環境税と森林経営管理法」 

   講師：小坂善太郎林野庁次長 



 

② ２０２４年６月１２日（水）「令和５年度森林・林業白書について」 

講師：林野庁林政部企画課 中島浩徳課長補佐 

③ ２０２４年１０月９日（水）「森林環境税の取り組み事例」 

講師：林野庁森林整備部森林利用課 東正明森林利用企画官 

④ ２０２４年１１月１１日（月）「持続可能な森林経営のための勉強部屋の２５周年」 

講師：林業経済研究所 藤原敬氏 

⑤ ２０２５年１月２２日（水）「豊かな森を未来につなぐー（株）モリアゲの挑戦―」 

講師：（株）モリアゲ 長野麻子氏 

 

4.   共同取材 

①２０２４年７月３１日（水）「熱海市の森林環境税の取組」 

視察箇所：熱海市役所、プレゼントツリーと東京大学 One Earth  

Gurdiansの「熱海の森」 

②２０２４年９月１２日（木）～１３日（金） 

「森林環境税と新たな林業の展開（山形県）」 

視察箇所：東北農林専門職大学、金山町役場、大美輪の大杉、 

白鷹町役場、新電力株式会社、米沢バイオマス発電所 

 



 

5.   会報の発行 

  「林政ジャーナル」No.6６及び No.6７を発行した。 

 

６． 会員の動向 

２０２４年度末の会員数：個人会員５３名  （２０２３年度末５３名） 

           団体会員１７団体 （２０２３年度末１８団体） 

 

７． ホームページの運用 

公式サイト（/www.jｆja.net/）を運用した。 

 

８．   「林政ジャーナル」のデジタル化 

  「林政ジャーナル」Ｎｏ．６６、Ｎｏ．６７をデジタル化して公式サイト 

上に掲載するとともに、そのＰＤＦを関係者に配布した。 

 

９． 日本林政ジャーナリストの会会長賞の授与 

令和６年度国有林野事業業務研究会において、米倉久邦監事及

び鈴木敦子副会長が審査委員会委員として審査に加わり、下記

の研究発表に日本林政ジャーナリストの会会長賞が授与された。 



 

記 

日本林政ジャーナリストの会会長賞 

＜森林保全部門＞ 

「小滝川源流域の大規模崩壊地における復旧治山について」 

関東森林管理局上越森林管理署： 合津菜々実、吉川徹 

＜森林技術部門＞ 

「豪雨災害により発生した流木の有効活用について」 

東北森林管理局岩手北部森林管理署： 長山晋也 

   〃   青森森林管理署：   畠山格  

 

 

１０． 収支決算及び監査報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 



 

 

 

第２号議案 ２０２５年度活動計画及び収支予算 

地域の住民の日々の暮らし・生業に不可欠なものを、萌芽更新により

供給してきた里山の広葉樹林は、エネルギー革命以降、その生活利

用、生業利用は縮小し、放置された里山の広葉樹林は３００万 ha～４００

万 haにもなっている。このため、老木のナラ枯れが進行し、生物多様

性の維持や森林の多面的機能の発揮にも支障が出てきている。一方

で、国際的な広葉樹マーケットの資源逼迫や国産広葉樹の利用拡大の

動きにより、里山の広葉樹林資源が見直され始めており、林野庁も国産

広葉樹利活用推進チームを起ち上げて、里山の再生と国産広葉樹の利

用拡大に本格的に取り組み始めている。このような動きを受けて、２０２

５年度の研究テーマは、「広葉樹林業の新時代」ということで、以下のこ

とに取り組む。 

１． 定例研究会  ２ヶ月に１回程度開催 

２． 共同取材   年間テーマに基づいて年２回実施 

３． 会報の発行  林政ジャーナルを年２回発行 

４． 幹事会    月１回開催（原則として毎月第２水曜日） 

５． ホームページによる情報発信 



 

６． 収支予算 

 

 



 

第３号議案 その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 日本林政ジャーナリストの会 役員名簿 

 

   幹事・会長      滑志田隆 

   幹事・副会長      鈴木敦子 

   監事          米倉久邦 

   幹事・事務局長     上河潔 

   幹事           石山幸男 

幹事          上松寛茂 

   幹事          今藤洋海 

幹事          海老沢秀夫 

   幹事          城戸檀 

   幹事          藤原敬 

幹事           上野司郎 

   幹事         塚田健太 

幹事           富山俊作 

   幹事           戸川覚 

 



 

 

 



 

 
 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


